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 政
府
は
、
本
法
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。 

 

一 

政
府
は
、
二
酸
化
炭
素
の
分
離
回
収
、
輸
送
、
貯
留
に
係
る
技
術
概
要
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
を
導
入
す
る
意
義
や
必
要
性
等
に
つ
い
て
広
く
国

民
の
理
解
を
得
る
た
め
、
前
面
に
立
っ
て
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
二
酸
化
炭
素
の
地
下
貯
留
に
伴
う
国
民
の
様
々
な
懸
念

を
払
拭
す
る
こ
と
に
最
大
限
努
め
る
こ
と
。 

 

二 

Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
を
実
施
す
る
地
域
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
北
海
道
苫
小
牧
市
等
の
先
行
地
域
の
事
例
を
参
考
に
し
つ
つ
、
地
域
住
民

や
地
方
公
共
団
体
、
利
害
関
係
者
を
始
め
と
す
る
幅
広
い
国
民
の
多
様
な
意
見
を
丁
寧
に
聴
取
し
、
そ
れ
ら
の
意
見
を
十
分
に
踏
ま
え

る
と
と
も
に
、
事
業
者
に
対
し
、
こ
う
し
た
意
見
を
十
分
に
踏
ま
え
て
事
業
を
実
施
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
。
あ
わ
せ
て
、
地
域
で
活

用
で
き
る
交
付
金
制
度
を
含
め
、
関
連
す
る
産
業
や
雇
用
の
創
出
等
に
向
け
た
支
援
の
仕
組
み
を
検
討
す
る
こ
と
。 

 

三 

Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
の
特
性
と
し
て
、
分
離
回
収
、
輸
送
、
貯
留
に
至
る
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
過
程
で
多
数
の
関
係
者
が
関
与
し
、
事
業

実
施
期
間
が
長
期
に
わ
た
る
上
、
地
下
の
地
質
は
不
確
実
性
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
政
府
は
、
そ
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
二
酸
化
炭
素
が

漏
え
い
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
公
共
の
安
全
の
確
保
と
環
境
の
保
全
に
万
全
を
期
す
こ
と
。
と
り
わ
け
、
環
境
の
保
全
の
観
点
か
ら

は
、
鉱
業
法
や
環
境
影
響
評
価
法
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
必
要
な
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
最
新
の
科
学
的
な
知
見
に
基

づ
き
、
事
業
者
の
負
担
に
も
十
分
配
慮
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

 

四 

政
府
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
労
働
団
体
等
の
意
見
も
十
分
に
踏
ま
え
、
労
働
者
の
安
全
の
確
保
に
万
全
を
期
す
こ

と
。 

 

五 

貯
留
事
業
者
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
内
容
や
項
目
、
貯
留
事
業
者
か
ら
独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
に
貯



 

 

留
事
業
場
の
管
理
業
務
を
移
管
す
る
際
の
要
件
や
期
間
等
に
つ
い
て
は
、
透
明
性
を
確
保
し
つ
つ
、
最
新
の
科
学
的
な
知
見
に
基
づ
い

て
定
め
る
こ
と
。 

 

六 
鉄
鋼
等
の
脱
炭
素
化
が
難
し
い
事
業
分
野
に
お
い
て
、
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
当
該

事
業
分
野
に
お
け
る
Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
の
支
援
に
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
支
援
と
並
行
し
て
、
既
に
確
立
さ
れ
た
技
術
を
も
っ
て
低

廉
な
コ
ス
ト
で
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
と
さ
れ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
導
入
や
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
の
取
組
を
更
に
強
化
す
る
こ
と
。 

 

七 

民
間
事
業
者
に
よ
る
Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
へ
の
積
極
的
な
参
入
を
促
す
た
め
、
過
度
な
規
制
が
事
業
推
進
の
阻
害
要
因
と
な
ら
な
い
よ
う
留

意
し
つ
つ
、
分
離
回
収
に
係
る
保
安
措
置
等
の
事
業
規
制
の
在
り
方
を
含
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
に
向
け
た
環
境
整
備
の
検
討
を

加
速
す
る
こ
と
。
ま
た
、
事
業
者
が
投
資
回
収
の
予
見
性
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
予
算
措
置
や
税
制
措
置
、
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

制
度
の
在
り
方
な
ど
、
経
済
的
な
支
援
措
置
や
制
度
的
措
置
を
早
期
に
明
確
化
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
政
府
に
よ
る
財
政
支
援
措
置

は
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
を
将
来
的
に
民
間
事
業
と
し
て
自
立
さ
せ
、
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
へ
の
道
の
り
を
加
速
で
き

る
制
度
設
計
と
す
る
こ
と
。 

 

八 

Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
に
係
る
費
用
の
低
減
と
安
全
性
の
確
保
を
両
立
し
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
の
活
用
可
能
性
を
高
め
る
た
め
、
直
接
空
気
回
収
技

術
を
含
む
二
酸
化
炭
素
の
分
離
回
収
や
液
化
二
酸
化
炭
素
輸
送
船
等
に
係
る
技
術
開
発
の
取
組
を
強
化
す
る
こ
と
。
ま
た
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
を

含
め
た
脱
炭
素
技
術
の
研
究
開
発
の
状
況
な
ど
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
を
巡
る
状
況
が
著
し
く
変
化
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
に

関
す
る
施
策
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
加
え

て
、
分
離
回
収
に
係
る
技
術
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
に
限
ら
ず
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
の
実
施
の
前
提
と
な
る
共
通
技
術
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

当
該
技
術
の
研
究
開
発
の
積
極
的
な
推
進
に
よ
り
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
に
係
る
新
た
な
産
業
分
野
の
育
成
に
も
努
め
る
こ
と
。 

 

九 

Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
に
関
し
て
、
様
々
な
専
門
的
知
見
を
有
す
る
人
材
を
育
成
す
る
取
組
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
貯
留
適
地
の
調
査
や
貯

留
事
業
場
の
管
理
業
務
を
担
う
独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
の
体
制
強
化
に
取
り
組
む
こ
と
。 

 
 

 

右
決
議
す
る
。 


